
平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

一

六

八

号

内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
六
八
号

平
成
十
九
年
四
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
安
倍
首
相
の
「
慰
安
婦
」
問
題
へ
の
認
識
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
安
倍
首
相
の
「
慰
安
婦
」
問
題
へ
の
認
識
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の
も
含
め
、
法
的
な
諸
問
題
に
関
し
て
種
々

の
議
論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
我
が
国
は
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約

第
五
号
。
以
下
「
平
和
条
約
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
に
よ
り
、
同
裁
判
を
受
諾
し
て
お
り
、
国
と
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、

同
裁
判
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
立
場
に
は
な
い
。

二
の
�
か
ら
��
ま
で
に
つ
い
て

オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
慰
安
婦
を
含
め
、
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
政
府
の
基
本
的
立
場
は
、
平
成
五
年
八
月
四
日
の
内
閣
官
房

長
官
談
話
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
指
摘
の
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
報
告
書
の
内
容
は
承
知
し
て
い
る
が
、
同
報
告
書
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
作
成
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
お
尋
ね
の
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

二
の
��
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
判
決
を
公
文
書
と
し
て
認
め
る
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
我
が
国
は
、

一



平
和
条
約
第
十
一
条
に
よ
り
、
連
合
国
戦
争
犯
罪
法
廷
の
裁
判
を
受
諾
し
て
お
り
、
国
と
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
同
裁
判

に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
立
場
に
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
平
成
三
年
十
二
月
か
ら
平
成
五
年
八
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
府
が
行
っ
た
調
査
（
以
下
「
政
府

調
査
」
と
い
う
。
）
か
ら
は
、
お
尋
ね
の
数
に
つ
い
て
推
認
さ
せ
る
に
足
り
る
資
料
が
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

我
が
方
在
オ
ラ
ン
ダ
大
使
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
外
相
に
対
し
、
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
日
本
政
府
の
基
本
的
立
場
は
、
平
成

五
年
八
月
四
日
の
内
閣
官
房
長
官
談
話
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
安
倍
総
理
は
、
元
慰
安
婦
の
方
々
が
極
め

て
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
辛
酸
を
な
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
心
か
ら
同
情
し
、
お
わ
び
す
る
旨
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ

と
等
を
説
明
し
た
。

五
に
つ
い
て

政
府
調
査
で
は
、
御
指
摘
の
文
書
自
体
及
び
同
文
書
に
つ
い
て
触
れ
た
書
物
等
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

二


